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媒体特性にあわせ、冊子とWEBを使い分けています。
冊子 ：ダイジェスト版。CSR 観点での重要な活動項目

を中心に、活動の要点を掲載しています。
WEB ：2012年度の報告を中心にGRIガイドラインを参

考にして、網羅的な情報を掲載。詳細なデータも
掲載しています（2013年7月公開予定）。

報告形態

2012年度（2012年4月1日～ 2013年3月31日）
※一部、期間以外の活動も含んでいます。

対象期間

TDKグループ※を対象としています。
※TDKグループ：TDK株式会社および国内・海外連結子会社119社

対象組織

特になし

対象期間中に発生した組織の重要な変更

2013年6月25日発行
 （前回：2012年6月、次回：2014年6月予定）

報告書発行年月

CSR推進室：03-6852-7115

お問い合わせ先

力強い技術の土壌から、TDKが生み出すイノベーション
を表現しています。また、成長していく分野にTDKが風
を吹き込むイメージで、冊子の中ページにも展開させて
います。

表紙デザイン

　TDKグループのCSR（企業の社会的責任）についての
考え方や活動内容、方向性をまとめた本レポート。2013

年は、「なぜTDKがCSRに取り組むのか？」「CSRにつ
いて、どう考え、何を目指し、具体的にどのような活動
を進めていくのか？」といった背景や認識、目指す姿を
ご理解いただけるよう、丁寧に解説することを心掛けて
制作いたしました。
　また、私たちが掲げているCSR観点での重要な活動

項目「技術による世界への貢献」「人材の育成」「サプラ
イチェーンにおける社会・環境配慮」「地球環境との共
生」に沿って、具体的な活動をイメージできるよう、特
集記事を掲載しているほか、各項目についてKPI（Key 

Performance Indicators）を設定し、2012年度の進捗
を分かりやすく報告しています。
　ご一読いただき、添付のアンケートにて、忌憚のない
ご意見をお寄せいただければ幸いです。

編集方針

1935年の創業以来、世界中の国や地域に広がったTDKのビジネス。取り扱う製品も多種多様になりました。
今後もTDKは、世界の舞台に、社会から必要とされる製品やサービスを提供し続けてまいります。

グローバルネットワーク

ヨーロッパ
地域
従業員数 6,465名
連結子会社数  32社
売上高 109,917百万円（12.9%）

日本
従業員数 9,398名
連結子会社数  12社
売上高 104,513百万円（12.3%）

アジア
地域
従業員数 61,055名
連結子会社数  57社
売上高 552,257百万円（64.8%）

アメリカ
地域
従業員数 2,945名
連結子会社数  18社
売上高 84,888百万円（10.0%）

（2013年3月末現在）
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2013年3月期製品別売上高（構成比）企業概要
商号 ： TDK株式会社
   （英文商号：TDK Corporation）
本社 ： 東京都港区芝浦3-9-1

設立 ： 1935年12月7日
資本金 ： 32,641,976,312円
   （2013年3月末）

事 業
概 要

連結売上高

851,575
百万円

受動部品
379,614
百万円

（44.6%）

磁気応用製品
337,947
百万円

（39.7%）

その他
21,393
百万円

（2.5%）

フィルム
応用製品

112,621
百万円

（13.2%）

TDKグループ従業員計

79,863名

連結子会社数計 

119社
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